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欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
中
長
期
戦
略
は
、

二
〇
一
〇
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
二
〇

二
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
わ
た
る
欧

州
新
成
長
戦
略
「EU

RO
PE2020

」
で

あ
る
。「
賢
い
成
長（Sm

art Grow
th

）」

「
持
続
可
能
な
成
長
（Sustain able 

Grow
th

）」「
包
摂
的
な
成
長（Inclusive 

Grow
th

）」
を
三
つ
の
相
互
補
完
的
課

題
と
し
て
掲
げ
、
欧
州
の
着
実
な
成
長

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
戦
略
を
推
進

す
る
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
「
産
業
政
策

枠
組
み
構
築
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
の
一
部
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
、「
Ｃ
Ｓ

Ｒ
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
新
戦
略
二
〇
一
一
〜

一
四
」
と
題
さ
れ
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
⑴
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
欧
州
委
員
会
が
今

後
の
方
針
を
示
す
政
策
文
書
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
国
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

に
関
す
る
指
導
原
則
は
、
欧
州
が
協
調

す
べ
き
重
要
な
「
国
際
的
に
認
知
さ
れ

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
ひ
と
つ
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。
社
会
的
包
摂
性
を
高

め
、
競
争
力
を
も
た
ら
す
政
策
と
さ
れ

て
い
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
二
〇
〇
八
年
に
始

ま
っ
た
経
済
金
融
危
機
が
欧
州
経
済
を

飲
み
込
み
、
政
府
な
ら
び
に
企
業
に
対

す
る
市
民
の
信
頼
が
著
し
く
低
下
し
た

た
め
信
頼
を
取
り
戻
し
、
持
続
可
能
な

成
長
を
目
指
す
政
策
と
し
て
の
役
割
を

も
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
流
れ
を
背
景
に
策
定
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
新
戦
略
と
、
そ
の
重
要

課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
の
分
野
に
焦
点
を
あ
て
る
。

● 

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
新
戦

略
」
新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

発
表
ま
で
の
長
い
道
の
り

失
業
問
題
に
端
を
発
し
、
社
会
の
包

摂
性
を
高
め
る
施
策
と
し
て
生
ま
れ
た

欧
州
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
政
府
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
社
会
問
題
解
決
の
た
め
、

政
府
が
規
制
を
作
り
、
そ
れ
を
企
業
が

守
る
と
い
う
一
方
通
行
の
政
策
の
代
わ

り
に
、
政
府
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民

社
会
な
ど
が
双
方
向
の
議
論
を
重
ね
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
解
決
の

た
め
の
施
策
を
統
合
し
て
い
く
こ
と

で
、
社
会
的
目
標
達
成
を
目
指
す
新
た

な
試
み
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
よ

り
効
果
的
に
問
題
解
決
に
向
か
う
と
同

時
に
、
欧
州
全
体
の
価
値
を
高
め
、
競

争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
欧
州
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
公
共
政
策

の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
政
策
議
論
は
常

に
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
進
め

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

欧
州
Ｃ
Ｓ
Ｒ
政
策
の
方
向
性
を
決
め

る
議
論
は
、
約
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
Ｅ
Ｕ
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
る
。
欧
州
に
お

け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
政
策
議
論
は
当

初
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
か
マ
ン

デ
ト
リ
ー
か
と
い
う
点
に
集
中
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
の
自
主
的
な
活
動
で
あ

る
と
主
張
す
る
企
業
側
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
自

体
を
義
務
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。

議
論
は
な
か
な
か
進
ま
ず
、
当
初
の
発

表
予
定
か
ら
約
二
年
も
遅
れ
た
二
〇
〇

六
年
、
欧
州
委
員
会
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は

企
業
が
社
会
お
よ
び
環
境
に
つ
い
て
の

問
題
意
識
を
、
自
主
的
に
自
社
の
経
営

お
よ
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

構
築
に
組
み
入
れ
る
概
念
」
と
定
義
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
⑵
、

一
旦
は
決
着
が
つ
い
た
よ
う
に
み
え

た
。
と
こ
ろ
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
の
自
主

的
な
活
動
と
い
う
定
義
に
対
し
、
そ
れ

ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
規
制
化
を
求
め
て
い
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
が
猛
反
発
を
し
、
同
年
一
二

月
に
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｕ
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
し
、
議
論
を
事
実
上
解
消
し

て
し
ま
っ
た
。
事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
た
欧
州
委
員
会
は
、
そ
の
後
約
二
年

間
か
け
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
対
話
を
続
け
、

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
議
論
の

場
の
再
構
築
に
努
力
し
た
。
一
方
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
も
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
ア
ム
ネ

ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、オ
ッ

ク
ス
フ
ァ
ム
な
ど
二
五
〇
以
上
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
団
体
、
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｊ
（European Coalition for 

Corporate Justice

）
を
設
立
し
意
見

Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
新
戦
略
と

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

木
下 

由
香
子

新興国・途上国における
ビジネスと人権
̶国家・企業・市民として̶
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ＥＵのＣＳＲ新戦略とビジネスと人権

の
一
本
化
を
図
り
、
社
会
派
の
欧
州
議

員
な
ど
を
味
方
に
つ
け
、
欧
州
委
員
会

と
の
議
論
を
続
け
た
。
両
者
の
関
係
構

築
の
議
論
を
経
て
、
重
要
課
題
と
し

て
出
て
き
た
の
が
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
」
と
「
非
財
務
情
報
開
示
」
で
あ
っ

た
。
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
は
発
足
当
初
か
ら
、
企

業
の
環
境
お
よ
び
人
権
侵
害
に
関
す
る

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
、
①
親
会
社
の
外
国
に

あ
る
子
会
社
の
行
い
に
関
す
る
法
的
責

任
、
②
親
会
社
の
責
任
が
及
ぶ
範
囲
に

お
い
て
人
権
と
環
境
侵
害
を
防
止
す
る

た
め
、
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
を
と
る
注
意

義
務
、
③
大
企
業
に
対
す
る
、
環
境
と

人
権
へ
の
影
響
と
リ
ス
ク
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
の
義
務
化
の
三
つ
の
分
野
に
お

け
る
多
国
籍
企
業
の
規
制
構
築
を
訴
え

た
。

● 

ラ
ギ
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
影
響

一
方
、
益
々
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
多

国
籍
企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
が
国
際
的

に
も
重
要
な
課
題
と
な
り
、
二
〇
〇
八

年
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
国

連
「
保
護
、
尊
重
お
よ
び
救
済
」
枠
組

み
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ギ
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
採
択
さ
れ
た
。
同
枠
組
み
は
、
繰

り
返
さ
れ
る
企
業
が
関
与
す
る
人
権
侵

害
の
解
決
に
、
①
分
散
し
が
ち
な
議
論

に
国
際
的
な
権
威
を
持
つ
文
書
を
作
る

こ
と
、
②
マ
ン
デ
ト
リ
ー
か
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
か
の
議
論
を
超
え
て
公
的
・
私
的

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
独
自
の
価

値
を
付
加
で
き
る
新
し
い
規
制
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
⑶
。
人
権
に
関
す
る
国
際
的
な
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

多
国
籍
企
業
行
動
指
針
、
国
連
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
な
ど
が
す
で
に
存
在

し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
企
業
を
対
象

と
し
、
企
業
の
自
主
的
な
行
動
に
頼
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
ラ

ギ
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
国
家
の
人

権
を
守
る
義
務
と
企
業
の
人
権
を
尊
重

す
る
責
任
と
を
明
確
に
区
別
す
る
。
欧

州
委
員
会
は
こ
の
テ
ー
マ
を
重
要
課
題

と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、「
国
家
で
は

な
く
と
も
、
欧
州
連
合
と
い
う
国
家
共

同
体
と
し
て
同
じ
く
義
務
が
生
じ
る
と

解
釈
し
た
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
「
世

界
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て

い
る
欧
州
と
し
て
、
こ
の
分
野
は
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
概
念
を
覆
す
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
直
感
的
に
思
っ
た
」
と
い
う
当
時
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
官
の
言
葉
を
筆
者
は
記
憶

し
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
の
議
論
を
目
指
し
て
い
た
欧

州
委
員
会
は
、
国
連
「
保
護
、
尊
重
お

よ
び
救
済
」
枠
組
み
に
後
押
し
さ
れ
る

形
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
の
分
野
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
る
。
欧
州
委
員
会
の

努
力
も
あ
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
議
論
に
戻
っ
て

き
た
二
〇
〇
九
年
開
催
の
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

当
時
の
フ
ェ
ア
ホ
イ
ゲ
ン
企
業
担
当
欧

州
委
員
が「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」と「
非

財
務
情
報
の
開
示
」
の
テ
ー
マ
の
重
要

性
に
言
及
し
て
い
る
⑷
。
そ
し
て
翌
年

末
に
行
わ
れ
た
次
の
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
ダ
イ
ア
ロ
グ
で
は
、
こ
の
二

テ
ー
マ
を
重
要
項
目
に
含
む
新
Ｃ
Ｓ
Ｒ

戦
略
の
方
針
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
、
二
〇
一
一
年
の
発
表
へ
実
を
結
ん

だ
。

● 

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
新
戦

略
」
が
示
し
た
方
向
性

欧
州
委
員
会
の
二
〇
一
一
年
の
「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
新
戦
略
」
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
新
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
定
義
の
変
更
、
②
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
範
疇
の
拡
大
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
協
調
、
そ
し
て
④
具
体

的
な
行
動
計
画
の
四
点
で
あ
る
。
な
か

で
も
最
も
大
き
な
功
績
は
内
容
の
曖
昧

さ
か
ら
理
解
が
難
し
い
と
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
定
義
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
対
マ
ン
デ
ト
リ
ー
の
議

論
に
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

新
し
い
定
義
は
「
企
業
の
社
会
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
対
す
る
責
任
」と
な
っ
た
。

イ
ン
パ
ク
ト
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が
あ
り
、
企
業
は

そ
れ
ら
両
方
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
考

え
に
基
づ
く
。
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
言

葉
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
そ

れ
ま
で
の
企
業
の
自
主
的
な
活
動
に
支

え
ら
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か
ら
、
企
業
活
動
の

社
会
に
与
え
る
負
の
影
響
を
最
低
限
に

抑
制
す
る
た
め
の
法
的
規
制
も
範
疇
に

入
れ
た
規
制
措
置
と
従
来
の
自
主
的
活

動
の
ス
マ
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
基
本
と
す

る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
と
変
化
し
た
。

ま
た
、
新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

カ
バ
ー
す
る
内
容
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促

進
、
企
業
へ
の
信
頼
度
の
測
定
、
自
主

規
制
プ
ロ
セ
ス
の
向
上
、
市
場
の
評
価

促
進
、
非
財
務
情
報
開
示
の
促
進
、
教

育
・
研
究
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
統
合
、

加
盟
国
レ
ベ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促
進
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の

協
調
の
八
分
野
に
わ
た
り
、
具
体
性
を

持
た
せ
る
た
め
に
三
〇
を
超
え
る
行
動

計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
協
調
」

の
項
目
は
具
体
的
行
動
の
数
が
最
も
多

い
。
欧
州
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
欧
州
だ
け
の
ル
ー
ル
を
作
る
の

で
は
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
合
致
さ
せ
た
政
策
を
採
る
べ
き
だ
と

の
考
え
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
企
業
の
競
争
力
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推
進
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
進
め
て

き
た
欧
州
政
府
な
ら
び
に
ビ
ジ
ネ
ス
側

の
意
向
が
一
致
す
る
点
で
あ
る
。
新
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
助
け
る
国
際
的
に
認

知
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
原
則
な
ら
び
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国

籍
企
業
行
動
指
針
、ISO

26000

、
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
多
国

籍
企
業
お
よ
び
社
会
政
策
に
関
す
る
原

則
の
三
者
宣
言
、
国
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
に
関
す
る
指
導
原
則
の
五
つ
を
定
め

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
国
際
的
に

認
知
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
原
則
な
ら
び
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
促
進
に
努
め
る
と
と

も
に
そ
れ
ら
を
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
政
策
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
、
②
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
に
関
す
る
国
連
指
導
原
則
を
実

践
す
る
こ
と
、
③
世
界
の
他
の
国
や
地

域
と
の
関
係
の
な
か
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
進
め

て
い
く
こ
と
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

● 

欧
州
委
員
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書

欧
州
委
員
会
は
中
小
企
業
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
と
三
種
類
の
セ
ク

タ
ー
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
を
作
成
し

た
⑸
。
い
ず
れ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
も

欧
州
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
グ

ロ
ー
バ
ル
に
汎
用
性
を
持
た
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
広
範
囲
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
会
合
を
経
て
作
成
さ
れ

た
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ

た
中
小
企
業
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書

は
、
国
連
指
導
原
則
が
企
業
に
求
め
る

基
本
的
概
念
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
公
用
語
以
外
に

も
日
本
語
や
ト
ル
コ
語
を
含
む
合
計
二

五
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
中
小
企
業
の
み

な
ら
ず
こ
の
分
野
に
初
め
て
取
り
組
む

企
業
に
と
っ
て
価
値
あ
る
解
説
書
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
セ
ク
タ
ー
別

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
人
権
問
題
の
深
刻

さ
、
既
存
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
有
無
、
そ

し
て
他
部
門
へ
の
影
響
や
活
用
可
能
性

な
ど
を
基
準
に
職
業
紹
介
事
業
、
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
そ
し
て
石
油
ガ

ス
業
界
の
三
分
野
を
選
定
し
作
成
さ
れ

た
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
関
す
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
文
書
に
は
、
筆
者
も
関
係
す
る

在
欧
日
系
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

Ｅ
：
欧
州
で
活
動
す
る
六
〇
社
以
上
の

日
系
企
業
が
集
ま
る
産
業
団
体
）
や
経

済
産
業
省
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
研

究
会
も
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献

し
た
⑹
⑺
。
セ
ク
タ
ー
別
ガ
イ
ダ
ン
ス

文
書
は
い
ず
れ
も
九
〇
ペ
ー
ジ
を
超
す

膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
セ

ク
タ
ー
に
お
け
る
代
表
的
な
人
権
侵
害

の
状
況
と
そ
の
背
景
、
指
導
原
則
が
求

め
る
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の

取
る
べ
き
ス
テ
ッ
プ
を
数
々
の
実
例
を

取
り
入
れ
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
が
人
権
を
侵
害
し
な
い
責
任
を

全
う
す
る
に
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で

あ
り
、
結
果
報
告
の
み
を
目
的
と
し
た

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
式
で
は
解
決
が
つ

か
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
は
利
用
者
が
プ
ロ
セ
ス
に
注
視
す
る

考
え
方
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

質
問
を
挿
入
す
る
な
ど
、
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
る
。

●
Ｃ
Ｓ
Ｒ
政
策
か
ら
他
の
政
策
へ

新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
表
後
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
は
二
つ
の
方
向

に
政
策
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
ひ

と
つ
は
加
盟
国
レ
ベ
ル
へ
の
浸
透
で
あ

り
、
も
う
一
方
は
他
の
政
策
へ
の
広
が

り
だ
。

新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
加

盟
国
に
国
連
指
導
原
則
を
実
践
す
る
た

め
の
行
動
計
画
策
定
を
推
奨
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
が
先
陣
を
切
っ
て
二
〇
一
三

年
九
月
に
、
オ
ラ
ン
ダ
が
一
二
月
に
発

表
し
、
ス
ペ
イ
ン
も
ド
ラ
フ
ト
を
公
開

し
た
。
欧
州
委
員
会
雇
用
総
局
は
加
盟

国
の
行
動
計
画
の
策
定
実
施
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
二
八
加
盟

国
中
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ま
た
は
人
権
に
特
化
し

た
行
動
計
画
を
策
定
中
（
ま
た
は
策
定

済
み
）
の
国
は
二
四
カ
国
に
上
る
。
具

体
的
に
す
で
に
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る

加
盟
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
加
え
、
フ
ラ

ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と

オ
ラ
ン
ダ
の
行
動
計
画
は
、
と
も
に
国

連
指
導
原
則
に
基
づ
き
、
国
家
の
義
務

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
外
政
策
、

公
共
調
達
の
分
野
の
重
要
性
に
言
及
し
、

自
国
企
業
の
第
三
国
に
お
け
る
人
権
侵

害
に
対
し
て
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
も
罰
則
規
定
な
ど
は
織

り
込
ま
れ
ず
、
そ
の
効
力
に
対
し
疑
問

を
投
げ
か
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
多
い
。

欧
州
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
独
自
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る
現
状
と
優
先
事
項

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
今
年
中
に
発
表

す
る
予
定
だ
。
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

に
関
す
る
国
家
行
動
計
画
の
推
進
に
つ

い
て
は
Ｅ
Ｕ
を
超
え
、
国
連
に
お
い
て

も
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
は
、
Ｅ
Ｕ
の

他
の
分
野
の
施
策
に
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
二
〇
一
四
年

一
月
一
五
日
に
欧
州
議
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
新
し
い
公
共
調
達
指
令
で

は
、値
段
だ
け
で
は
な
く
新
た
に
、「
質
」

「
環
境
配
慮
」「
社
会
面
」「
労
働
」
そ

し
て
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
「
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
」
を
配
慮
に
重
き
を
置

い
た
新
し
い
基
準
を
設
け
、
従
来
の
安

さ
だ
け
を
理
由
に
公
共
調
達
を
発
注
す
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ＥＵのＣＳＲ新戦略とビジネスと人権

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
開

発
途
上
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
一
定
の
農

水
産
品
、
鉱
工
業
産
品
に
対
し
、
一
般

の
関
税
率
よ
り
も
低
い
税
率
を
適
用
す

る
一
般
特
恵
関
税
制
度
の
Ｇ
Ｓ
Ｐ
＋
で

は
、
二
○
一
四
年
一
月
一
日
よ
り
国
際

労
働
基
準
を
含
む
国
際
的
な
人
権
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
申
請
国
に
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
現
在
進
行
中
の
対
外
貿

易
交
渉
や
近
年
結
ば
れ
た
韓
国
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
の
自
由
貿
易
協
定
に
は
包

括
的
な
サ
ス
テ
ビ
リ
テ
ィ
条
項
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
こ
の
条
項
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
の
保
護
、
労
働
条
件

な
ど
を
含
む
社
会
的
側
面
の
発
展
そ
し

て
市
民
社
会
の
関
与
な
ど
を
規
定
す

る
。
現
在
交
渉
が
継
続
し
て
い
る
日
本

と
Ｅ
Ｕ
の
自
由
貿
易
交
渉
に
お
い
て
も

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
条
項
が
設
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
非
財
務
情
報
開
示

を
促
す
た
め
に
改
正
さ
れ
た
会
社
法
指

令
で
は
、企
業
に
対
し
最
低
で
も
環
境
、

社
会
、
従
業
員
に
関
す
る
側
面
、
人
権
、

汚
職
・
贈
賄
防
止
の
情
報
開
示
を
義
務

づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で

す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
ド
ッ
ド
・
フ

ラ
ン
ク
法
は
紛
争
地
域
で
の
武
装
勢
力

へ
の
資
金
の
根
源
を
絶
つ
こ
と
を
目
的

に
紛
争
鉱
物
に
関
す
る
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
を
川
下
企
業
に
求
め
、
情
報

開
示
を
義
務
化
し
た
。
欧
州
に
お
い
て

も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
新
た
な
法
案
の

議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
委
員
会

は
世
界
の
紛
争
地
域
に
お
け
る
企
業
活

動
が
人
々
の
生
活
を
悪
化
さ
せ
る
紛
争

の
火
種
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
新
た
な
法
制

度
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
外
交
、
貿
易
、

公
共
調
達
の
分
野
を
通
じ
て
も
働
き
か

け
を
行
う
方
針
だ
。

●
終
わ
り
に
か
え
て

今
年
中
に
欧
州
委
員
会
は
、
新
た
な

二
〇
一
一
〜
一
四
年
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
過
去
三
年
間
の
達
成

度
を
検
証
し
戦
略
の
見
直
し
を
行
う
。

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
声
を
集
め
、
一
一
月
に
は
Ｅ

Ｕ
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
今
年

は
、
欧
州
委
員
会
、
欧
州
議
会
は
そ
れ

ぞ
れ
五
年
の
任
期
を
終
え
、
新
た
な
欧

州
政
府
が
構
成
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
。

新
欧
州
政
府
の
方
針
が
今
後
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

は
未
知
数
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
に
与

え
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
対

す
る
企
業
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
り
、
そ
れ
を
い
か
に
特
定
し
、
防

ぎ
、
緩
和
す
る
か
が
今
後
の
企
業
の
競

争
力
を
決
め
る
要
素
と
な
る
こ
と
は
確

か
だ
。
複
雑
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
関
係
を
持
つ
企
業
は
、
現
状

を
把
握
す
る
だ
け
で
も
時
間
が
か
か

る
。
早
め
に
社
内
に
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
こ

と
が
競
争
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
欧

州
企
業
は
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
内

だ
け
で
取
り
組
ん
で
も
目
的
は
達
成
し

な
い
。
企
業
間
、
お
よ
び
政
府
と
の
協

力
、
そ
し
て
国
際
的
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
欧
州
委
員
会
の
視
点
は
、

新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
か
ら

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
欧
州
独
自
の

ル
ー
ル
作
り
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
協
調
で
あ
る
。
欧

州
独
自
の
ル
ー
ル
は
欧
州
企
業
が
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
動
を
す
る
場
合
か
え
っ

て
障
害
と
な
る
た
め
、
欧
州
で
作
っ
た

ル
ー
ル
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
す
る
、
あ
る
い
は
積
極
的
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
作
り
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
欧
州
企
業
の
競
争
力
向
上

を
目
指
す
。
筆
者
は
欧
州
で
の
活
動
を

通
じ
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
負
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
、
企
業
の
価
値
を
向
上

さ
せ
、
世
界
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
最
大
限
に
出
す
こ
と
の
で
き
る
環

境
作
り
は
、
国
境
を
越
え
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
も
大
変

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
欧
州
Ｃ

Ｓ
Ｒ
政
策
の
一
部
を
成
す
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
の
分
野
は
こ
う
し
た
環
境
の
実
現

の
た
め
、
比
較
的
価
値
観
が
似
て
い
る

と
言
わ
れ
る
日
・
Ｅ
Ｕ
の
企
業
と
政
府

が
と
も
に
協
力
で
き
る
分
野
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
成
長
と
競
争
力
を
社
会
に

も
た
ら
す
た
め
に
そ
の
他
の
政
策
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
分
野
で
あ
る
と
筆
者

は
思
う
。

（
き
の
し
た　

ゆ
か
こ
／
在
欧
日
系
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
）・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委

員
会
委
員
長
）
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